In this study, we have studied on the non linearity of hydraulic conductivity for Neogene sedimentary rocks under low hydraulic gradient. The behavior was tested not only by laboratory test but also in situ test taking account for accuracy under low hydralic condition. It's found that the non-Darcy is dominant in the hydraulic gradient less than 5 at the laboratory test. Also at the in situ test the non-Darcy behavior was found. We proposed the model of the flow under low hydraulic gradient using capillary model taking account of Bingham flow. This model is based on the assumption that the molecule of water is absorbed by the surface of micro condition. It was found that the non-Darcy behavior was well simulated when all capillary have a narrow (10 -8 m) space. 1．は じ め に 放射性廃棄物の処分においては，岩盤中の地下水流速が年間で 1m 以下の遅い流動場での物質の移行評価を行うことがあり， この ような場の地下水の挙動を正確に把握することが求められてい る。一般に平野や丘陵の下などで地表面の地形の勾配が小さいと ころや，地表面の地形の影響が小さくなる深部では，動水勾配が 10% 以下となるところも多い。このような低動水勾配の場での岩 盤の透水係数が，従来研究されている未固結の粘土やシルト (Olsen，1965) 1) ，(Miller・Low，1963) 2) と同様に動水勾配の小さい 領域において透水係数が一定とならない非ダルシー的挙動を示す かについては報告例が少ない。新第三紀の堆積岩は岩石としては 比較的間隙率が大きいが，割れ目があっても岩石の強度がさほど 大きくないので開口幅が小さく，地下水は割れ目以外のインタク トな岩石の狭い空隙部分を主に流れているケースもあると考えら れ，粘土などと同様な非ダルシー的挙動を示す可能性も考えられ る。そこで本研究ではまず，割れ目の少ない新第三紀の堆積岩に 対して低動水勾配下の透水試験を実施し，非ダルシー的挙動があ るかを確認した。 また従来の研究では，動水勾配の小さい領域での非ダルシー的 挙動の原因は，土粒子近傍の水が普通の水よりも強い吸着力の支 配下にあり，粘性だけに支配されるニュートン流体としてより， ビンガム流体的な挙動を示すことにあると推定している (Martin， 1962) 3) が確認はされていない。また，間隙の大きさなどの特性と 非ダルシー流れの関係も明らかになっていない。そこで，本研究 では細孔径分布計測を行い，細孔径分布から非ダルシー的挙動を 説明するモデルを新たに導入し，非ダルシー流れが発生する原因 がビンガム流体的な挙動で説明可能かどうかや，その場合の間隙 特性との関係について考察した。 2．試 験 岩 盤 研究対象地盤は，青森県の下北半島に分布する新第三紀中新統 の鷹架層 ( 柴崎，1958) 4) に相当する。鷹架層は海成の堆積岩で， 泥岩，粗粒砂岩，軽石凝灰岩，軽石混じり砂岩，礫混じり砂岩な どからなる。室内試験の試料はボーリングにより 30 ～ 260m の深 度から採取した。また，原位置試験はボーリング孔の 120 ～ 250m の深度で実施した。 それぞれの岩の単位体積重量は 1.6 ～ 2.0 × 10 4 (N/ m 3 ) の範囲である。表 1 に代表的な室内試験試料の間隙率と透水 係数を示す。含水飽和と乾燥状態での重量差から求めた間隙率は 35 ～ 55% 程度， 水銀圧入式ポロシメータによる細孔径分布測定よ り求めた間隙率は 25 ～ 50% 程度であった。 水銀圧入式ポロシメー タによる間隙率の方が小さい理由として，水銀圧入時の圧力 ( 最 大 200MPa) により一部の空隙が圧縮された可能性や，含水飽和か ら乾燥させる際に，粘土鉱物内の水が一部抜けてしまいそれが空 隙として計算された可能性などが考えられる。図 1 に粗粒砂岩の 岩石薄片顕微鏡写真を示す。粗粒砂岩の構成粒子は，多い順に， ＊ 2002 年 11 月 1 日受付 2003 年 4 月 25 日受理
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